
                   

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マットの山 

 今までのマットの山よりも高くしてみると、「わあ

～！」と歓声が上がり、キラキラした表情で一目散に

駆け上がってきた子どもたち。マットの山を手を繋い

で歩いたり、ハイハイで渡ったり、いつの間にか、自

分達の力だけでできるようになっていました。さっさ

と渡って次へ行こうとする子、てっぺんまで行くとそ

こで寝転がってしまう子、途中で座り込んでしまう子

など姿は様々ですが、それぞれの楽しみ方があるんだ

な～と感じます。「○○ちゃんこっちだよ」と友達に教

えてあげたり、手を差しのべたりする姿は本当に可愛

らしいです。 

 

◎おねがい・おしらせ◎ 

・泥んこ遊び用の着替え、タオルのご用意

いつもありがとうございます。今後も使

用いたしますので、使用した次の日には

補充をお願いいたします。 

・汚れ物で持ち帰った衣服と同じ枚数の着

替えを次の日に持たせてください。 

・子どもたちが自分で衣服の着替えに挑戦

する姿が増えてきています。着脱のしや

すい洋服のご用意をお願いいたします。 

                                                                                                         

トンネル遊び 

 たまに出して遊ぶトンネル。 

繋げて長くしたり、一人で入ってゴロゴ

ロ揺らしたりして遊んでいます。怖がっ

て入らなかった子どもも今では、自分か

ら入るようになってきました。 

 先日は A 君が入ってゴロゴロしてい

ると、B ちゃんが優しく押して揺らして

あげていました。A 君は気が付いていな

かったのですが、そういったやりとりが

見られるようになってきています。遊び

の中で子どもたちの関わりが増えてき

ていることがとても嬉しいし、成長を 

感じます。 

たんぽぽぐみだより 

202４年 ８月 尚徳福祉会 日野保育園   

  毎日「あついね～」と言い合うのが朝の挨拶になってきていますね。警報級の暑さの為、泥んこ遊び

や水遊びも思うように出来ない日々が続いています。室内で色々な遊びを取り入れて毎日楽しく過ごし

ていますが、戸外でのびのびと走り回ったりしながら遊びたいものです…。引き続き、水分補給をしっ

かり摂りながら体調管理にも努めていきたいと思います。 

 
こんなことがありました 

 
子ども同士の関わりが増えてきた、たんぽぽ組。 

使いたい玩具があると両手を合わせて「ちょうだい」

のポーズをとるようになったり、「かして」と言える

ようになったりしてきています。返事は「だめよ」

と言われることもありますが（笑）、少し待つと「い

いよ」と持ってきてくれたりする姿が見られること

もあります。先日も靴下を履こうとしていると、A

くんが B ちゃんに靴下を渡していました。どうする

のかと見ていると、ちゃんと両手を使って B ちゃん

が靴下を履かせてあげていました。 

 A くんはお辞儀をぺこりとしてお礼の姿勢 

をとっていました。自分の身支度もままなら 

ないのに（笑）、本当に微笑 

ましい光景でした。。。 

８月 


